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年の万博誘致目指す韓国・釜山
新
た
な
見
ど
こ
ろ
、施
設
が
続
々
誕
生

レ
ト
ロ
な
街
並
み
と
美
し
い
木
造
橋

古都・慶州にも新たな名所
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松島海上ケーブルカー

海東龍宮寺

海雲台ビーチ

オシリア海岸散策路

　
２
０
３
０
年
の
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
誘
致
を
目
指
し
て
盛
り
上
が
る
韓
国

第
２
の
都
市
、
釜
山
。
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場
、
龍
頭
山
公
園
な
ど
従
来
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
加
え
、
新
た
な
見
ど
こ
ろ
、
体
験
施
設
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
る
。

◀ＬＣＴランド
マークタワーの
外観（上）と
階のレストラン

◀ミラク・ザ・マーケット
の店内（左、右とも）。夜
景を眺めながら多くの人た
ちがくつろぐ

ライトアップされた月精橋の門楼

仏国寺 天馬塚

皇
理
団
通
り

月
精
橋
の
全
景

　
釜
山
中
心
部
か
ら
車
で
１

時
間
強
、新
幹
線「
Ｋ
Ｔ
Ｘ
」

を
使
え
ば
約

分
で
到
着
す

る
古
都
慶
州
も
、
近
年
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し

て
い
る
。

　
「
皇
理
団
通
り
」
（
フ
ァ

ン
ニ
ダ
ン
ギ
ル
）
は
、
伝
統

家
屋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ

ェ
、
商
店
が
軒
を
連
ね
る
レ

ト
ロ
で
お
し
ゃ
れ
な
街
並

み
。
古
墳
公
園
「
大
陵
苑
」

（
テ
ヌ
ン
ウ
ォ
ン
）
の
近
く

に
あ
っ
た
商
店
街
が
再
開
発

さ
れ
、
現
地
の
若
者
や
観
光

客
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。

　
「
月
精
橋
」
（
ウ
ォ
ル
ジ

ョ
ン
ギ
ョ
）
は
、
統
一
新
羅

時
代
に
造
ら
れ
た
木
造
橋
を

２
０
１
８
年
に
復
元
し
た
も

の
。
全
長

㍍
の
橋
の
両
端

の
門
楼
も
再
現
。
夜
は
美
し

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　
大
陵
苑
に
あ
り
、
天
馬
を

描
い
た
馬
の
泥
除
け
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来

と
な
っ
た
「
天
馬
塚
」
（
チ

ョ
ン
マ
シ
ョ
ン
）
、
今
か
ら

１
３
０
０
年
前
の
創
建
で
、

七
つ
の
国
宝
を
持
つ
仏
国
寺

（
プ
ル
グ
ク
サ
）
は
慶
州
で

外
せ
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

だ
。

（上）青沙浦駅に入る海辺列車とスカイカプセル
（下）スカイカプセルは海辺の高架線を走る

ミ
ラ
ク
・
ザ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
頭
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
広
安
大
橋
を
眺
め
る

　
釜
山
の
最
大
か
つ
最
も
有

名
な
ビ
ー
チ
、
海
雲
台
（
ヘ

ウ
ン
デ
）
。
そ
の
東
端
に
３

棟
の
高
層
ビ
ル
「
Ｌ
Ｃ
Ｔ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
が
建

ち
並
ぶ
。
オ
フ
ィ
ス
や
レ
ジ

デ
ン
ス
、
ホ
テ
ル
が
入
居
す

る
複
合
施
設
で
２
０
２
０
年

に
オ
ー
プ
ン
。
最
も
高
い
ビ

ル
は
高
さ
４
１
１
・
６
㍍
で
、

韓
国
で
は
ソ
ウ
ル
の
「
ロ
ッ

テ
ワ
ー
ル
ド
タ
ワ
ー
」
に
次

ぐ
２
番
目
。
最
上
階
（
１
０

０
階
）
は
展
望
台
「
釜
山
Ⅹ

ザ
・
ス
カ
イ
」
、

階
は
レ

ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
て
お
り
、

晴
れ
た
日
は
海
と
一
帯
の
街

並
み
を
一
望
す
る
。
３
～


階
は
ロ
ッ
テ
が
運
営
す
る
最

高
級
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
「
シ

グ
ニ
エ
ル
釜
山
」
。

　
ビ
ル
の
近
く
に
あ
る
の
が

２
０
２
０
年
に
開
業
し
た

「
海
雲
台
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
パ

ー
ク
海
辺
列
車
」
の
尾
浦

（
ミ
ポ
）
駅
。
廃
線
と
な
っ

た
鉄
道
を
利
用
し
た
観
光
列

車
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ

カ
で
知
ら
れ
る
松
亭
（
ソ
ン

ジ
ョ
ン
）ビ
ー
チ
の
最
寄
り
、

松
亭
駅
ま
で
の
４
・
８
㌔
を

平
均
時
速

㌔
と
ゆ
っ
く
り

と
し
た
速
度
で
運
行
す
る
。

車
内
の
座
席
は
全
て
海
に
面

し
て
お
り
、
乗
客
は
絶
景
を

眺
め
な
が
ら
往
復

分
の
プ

チ
旅
行
を
楽
し
め
る
。

　
尾
浦
駅
と
海
辺
列
車
の
途

中
駅
、
青
沙
浦
（
チ
ョ
ン
サ

ッ
ポ
）
駅
間
は
、
高
架
線
の

ミ
ニ
鉄
道
「
海
雲
台
ス
カ
イ

カ
プ
セ
ル
」
も
運
行
す
る
。

こ
ち
ら
は
２
０
２
１
年
の
開

業
。
１
両
４
人
乗
り
の
遊
園

地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
客
車
で
、
海
辺
列
車
よ

り
さ
ら
に
遅
い
ス
ピ
ー
ド
で

陸
地
よ
り
７
～

㍍
ほ
ど
の

高
い
位
置
を
走
る
。

　
海
雲
台
に
次
ぐ
規
模
の
ビ

ー
チ
、
広
安
里
（
ク
ァ
ン
ア

ン
リ
）
は
、
釜
山
の
中
心
市

街
地
と
海
雲
台
を
最
短
距
離

で
結
ぶ
「
広
安
大
橋
」
が
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い

る
。
橋
は
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ブ
リ
ッ
ジ
」
と
も
呼
ば
れ
、

夜
は
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
。

　
そ
の
景
色
を
眺
め
る
絶
好

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る

の
が
広
安
里
ビ
ー
チ
近
く
に

２
０
２
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ミ
ラ
ク
・
ザ
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
だ
。
飲
食
店
、
雑
貨

店
な
ど
が
入
居
す
る
複
合
施

設
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
人
気
の

メ
ロ
ン
パ
ン
を
片
手
に
大
階

段
に
座
り
、
夜
景
を
眺
め
る

買
い
物
客
ら
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
う
。

　
釜
山
で
最
も
古
い
、
１
９

１
３
年
に
開
発
さ
れ
た
松
島

（
ソ
ン
ド
）
ビ
ー
チ
に
は
、

全
長
１
・
６
㌔
、
最
高
高
度


㍍
の
「
松
島
海
上
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
」（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
）

が
２
０
１
７
年
に
オ
ー
プ

ン
。約

分
の
空
中
散
歩
で
、

床
が
透
明
な
「
ク
リ
ス
タ
ル

キ
ャ
ビ
ン
」
が
人
気
。

　
釜
山
広
域
市
の
北
東
、
市

内
中
心
地
か
ら
車
で
約
１
時

間
の
機
張
（
キ
ジ
ャ
ン
）
郡

は
、
観
光
開
発
が
近
年
著
し

い
。

　
一
帯
は
「
東
釜
山
観
光
団

地
」
の
名
で
開
発
が
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、２
０
１
６
年
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け
て

「
オ
シ
リ
ア
観
光
団
地
」
と

名
称
を
変
更
。
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
、
海
岸
の
散
策
路
が
整

備
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
２
２

年
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ロ
ッ

テ
ワ
ー
ル
ド
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
釜
山
」
が
オ
ー
プ
ン
。

韓
国
国
内
で
最
も
注
目
さ
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
オ
シ
リ

ア
と
は
地
元
に
伝
わ
る
伝
説

や
地
名
の
頭
文
字
を
合
わ
せ

た
造
語
。
「
釜
山
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
の
意
味
も
込
め

て
い
る
と
い
う
。

　
機
張
で
古
く
か
ら
知
ら
れ

る
観
光
名
所
は
「
海
東
龍
宮

寺
」（
ヘ
ド
ン
ヨ
ン
グ
ン
サ
）。

韓
国
の
寺
院
は
多
く
が
山
中

に
あ
る
が
、
同
国
で
は
珍
し

く
海
辺
の
風
光
明
媚
な
場
所

に
位
置
す
る
。
「
願
い
事
が

一
つ
だ
け
な
ら
何
で
も
か
な

う
」
と
評
判
で
、
多
く
の
善

男
善
女
が
訪
れ
る
。


